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ドイツは1990年東西統ーという、政治的 ・経済的に世界的変革を成し遂げたのであるが、19
90年代後半のドイツにあって、教育がどのように成されてきたかを調査研究したものである。
ハンブルク州とシュレスピイツヒ ・ホルシュタイン州の音楽学校教育システムについての研修
成果を報告するものである。
1I .目的
ここでは、世界的に注目されたハンブルク州教育局などから提案され、ドイツの教育形態を
確立した1973年の連邦 ・各州教育計画委員会（Bund-Lander-Kommission for Bildungsplanung) 
の「教育総合計画」（Bildungsgesamtplan）による、「有効な継続教育システムの形成 ・促進は既
存のシステムから出発しなければならない。また公的な責任のもとで教育訓練コースの拡大が
はかられる必要がある。と くに教育休暇制度の導入によって、継続教育に対する需要が増大す
る可能性を考えた場合、このことはとくに重要である」とされている点に注目し、さらに音楽
教育についてどのように、パロック ・ルネッサンス時代の芸術性の特徴を現代にまでどのよう
に維持しているかを研究することにした。ここでは、ドイツ語の 「WeiterbildungJを継続教育
と訳すが、これにあたる日本の教育的指摘名は日本の生涯教育にあたるものと理解し進めるこ
ととする。 芸術における教育はまさに生涯教育であり （または、継続教育）必要不可欠であ
る。 人間の出生から死を迎えるまで完結のないものであるが、ドイ ツでの生涯学習の確立の軌
跡をたどってみることとしたのである。また、学習したことが職業として生かされることを教
育制度の中で考慮しているドイツの制度も紹介したいと思うものである。一般における 「国民
高等学校」（Volkshochschule）は、地域に存在する多種多様な学習ニーズに答える機関である。
これらのいわゆる現在、日本においての『生涯学習』という言葉 ・意味にあてはまるものであ
る。これらがどのように生かされているかを調べてみたのである。
尚、 1970年の教育改革以後2000年9月までに、新たな改革はなく、東西ドイツ統ーによって
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も西ドイツの教育制度を基本と しているため、近年に出版された教育改革に関する書物におい
ても変化がないことを確認した。また、教育改革の成果に関してまだ統計調査中のため、公表
しないとの関係機関の回答のため、ここでは1970年代のもの以外に細部に渡っては調査できな
かった。近年中に、関係白書が公表されると信じているが、今回のレポー トはそこにいたるま
での20世紀末の報告書の一部として把握していただければ幸いである。
m.研究方法
①最初にドイツの教育制度を調べるにした。日本とは大変異なる制度・形態であるためであ
る。②次にドイツのリカレント教育の地盤についての調査を行い、職業教育について調べるこ
ととしたのである。③そして、「生涯教育」について調査をしたのである。④その後、 義務教育
機関と平行して行われる音楽学校を調査したのである。
上記¢ゅは、ハンブルグ市公舎と図書館にて調査、ベーター・エンダーライン（ハンブルグ
大学日本教育学非常勤講師 ・日本語学講師）の協力による③は、カ ッセル市シュポア記念館館
長フランシス ・ケル ・リー クス氏の協力によるものである。④は、 シュレスピッ ヒ・ ホルスタ
イン州クライス音楽学校にて調査したものである。ベーター・ザイベルト校長の協力によるも
のである。全調査はベーター ・エンダーライン氏とニューベルン・オーケス トラの笹野公紀氏
とハンブルク音楽学校講師のリュ一ドル・リ ツコ氏の協力を得た。
1. ドイツの学校制度の理解
(1）義務教育機関と高等教育機関
ドイツの義務教育は2段階制度となっている。第1段階は、日本と同じ9年間である。それ
も、その生徒の成績や希望により、短縮も延期もできる。そして、その後、大学に進む者、職
業に就く者といるが、この第2段階目では職業に就きながら学べるという、義務教育が存在す
る。図lで示している。
『ドイツの学校制度』第l段階は、Gymnasium( 5～13年生）という。このあと、大学進学が
可能である。第2段階は、いわゆる リカレント型の職業教育である。各種職業資格を取得する
ことができる。その後さらに、向学希望の者は師弟修了資格の次の『マイスター資格』を取得
できる。 「専門大学」「専門学校」を卒業したあと各分野で定められた年数の経験を積んでから
取得することができる。コ スーとして次の4種類がある。
『マイスター制度J
第l lnnungsmeister ［同業組合が認定するギル ドのマイス ター］
第2 Werkmeister ［企業内での永続勤務経験者］
第3 Handwerkmeister ［ドイツ手工業会議所の認定試験に合格した者］
第4 lndustriemeister ［ドイツ商工会議所検定試験合格者］
これらの認定や合格に至るまでには、人事管理、適任適所を考えて与えられるものである。
マイスターコースは職種別にことなるが2年程度である。養成学校は固ではなく、商工会議所
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や手工業会議所が提供している。240時間、 5年以上の経験が普通は必要とされる。①の進路
から学習できる。義務教育ではないので、自費で学校に通うが「労働促進法J(Arbeitsford巴rungsgesetz)
により補うことができる。
連邦労働局（Bundesamtfir Arbeit）の統計では、マイスター資格を取得している者は、就業
人口の6%である。年齢が高くなるとその数値は高くなるが、60才では8～ 9%である。
ドイツでは、義務教育期間中に学業による高等教育を受ける者が同一年齢の7%ほどで、あ
とは②か③の職業の準備段階とみられる教育をうけるのである。そして、義務教育期間終了後
職業のみ行う者と職業を持ちながら学ぶ者とに分かれる。その人にとってリカ レント教育の始
年齢 ドイツの学校制度
3～5 幼稚園
6～9 Grundsehule （基礎学校）
10～11 オリエンテーション
12 総合制学校
13 Gymnasium Realschule Hauptschul巴
14 （ギムナジウム） （実技学校） （基幹学校）
15 職業 基礎職業教育職
16 上級段階 専 F守 専門上 専門 業学校及び企業
17 ギムナジウム ギムナ 級学校 学校 内での訓練
18 ジウム
19 大学入学資格 専門大学入学資格 職業教育修了資格
大学（3～6年） 専門大学 専門学校（1～3年）
総合大学
まりである。ここで音楽を学びたい者は，普通の義務
総合制大学
教
教育大学
育を受けず11年で音楽学校（Musikschulen）に入学で
神学大学 る。ここで述べている第2段階に確答するものである
芸術大学 但し音楽教師になるためには、第 l段階のGymnasium
図，.ドイツの学校制度 卒業してから、Musikschulenに入らなければならない。
音楽は特別若い時からの特別な教育が必要であるため、将来演奏家としての職業を持つために
は、 このRealschuleからMusikschulenで、4～ 8～12年と学ぶこととなるのである。演奏家か教育
者かを選ぶためにはRealschuleの11年間の個人レッスンを受けて判断する。また、義務教育は
午前授業であるので午後ほとんどの青少年は、午後の学校＝体育 ・音楽 ・美術 ・ボランティア
などの行われている施設（ほとんどが各学校に各種目ごとに会場を提供している）このような
機会にその両者を選択してゆくのである。
『第2の教育機関と有給休暇制度』
第2次大戦後、義務教育制度において大きな見直しをすることになった。義務教育期間に職
業コースを選択すると、大学進学には大きな困難を伴うため（大学においての授業を受けるた
めの基礎知識不足） 実際には進学の道が閉ざされるのであった。そこで、職業教育を受けなが
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ら、学習することができ、総合大学または工科大学などの進学が可能になるように、教育機関
に通学することが認められる制度を確立したのである。年齢も制限がなく、 徹底したリカレン
ト教育の地盤が成り立っている。すでに社会人になっている者への、学習の機会が第2の教育
といわれるものである。下記に掲載した様々な方法により、各々の個性や環境に応じて教育の
機会を提供することに、国や地方、社会がその努力を惜しまず、手助けできる真の 『教育の平
等性』を実行している。 Pflichtausbildung（義務教育制度）のあとの学習機会のため、 例えば
次のような形態となる。
義務教育（13年間）
職 業（2、3、5、6年間）
①職業上講学校（事前に6カ月の職業訓練を受けて入学、専門学校成熟証書を与えられる）
[Berufsaufbaushule] 
②技師学校（事前に6カ月の職業訓練を受けて入学、その後2年間の職業訓練後「技師jの
[lngenieurschule］称号が与えられる）
以上の他に下記の夜間コースが存在する。
①夜間ギムナジウム
[Abendgymnasium] (19才以上で職業教育を修了した者が3年教育を受ける）
②夜間レアルシューレ
[Abendr回 lschule](19才以上で職業教育を修了した者が6年教育を受ける）
③コ レー グ［Kolleg]（全日制の学校 19才以上で職業教育を修了した者が5年教育を受ける）
大学や専門教育機関にいつでもどこでも入学できる。
以上の第2の教育はそれ程多くの人に利用されてはいないが、『職人』といわれる『マイスタ
ー』がここから多く誕生し、生活力の期待できる名工が存在している。世界的に有名な職人の
教育により受け継がれることは経済繁栄を安定に導いているといえる。また、これらの第2の
教育しいわれる職業教育に経済的公的援助はどのようになっているのであろうか。調べてみる
ことにしfこ。
『職業継続教育のための補助金について』
連邦労働局（Bund巴sanstalt）という国の審査機関により審査を受け、職業継続教育を受ける
個人は固から援助を受けることができる。援助が受けれる対象は次の場合である。
①さらに職業資格を取得しよ うとする者②職業上の必要から、新たな知識、技術に適応するこ
とが必要となった者③女性で求職中の者④これまで取得することのできなかった職業資格を取
得しようとする者＠教育訓練担当の教育者の継続教育⑤老年者で再就職を希望するために資格
が必要となった者⑦転職希望者
これらの他に、教育訓練コースの教育時聞が2週間50時間以上、 2年間以内となっている。
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また、直接的にしろ、間接的にしろ、個別企業のための教育訓練活動にたいしては、補助金は
支払われないこととされている。あくまで、個人の教育学習欲によるものである。
補助金の額は2とおりある。
(1）職業についていた最後の賃金の80%の補助金がもらえる者
①失業中の者②失業が見込まれる者③これまで何も職業資格を取得していない者で最初の職業
資格を取得しようと思う者、さらに、次の規則に当てはまる者
①職業教育終了後、3年間以上職業にあった者②職業教育を修了していて最低6年間職にあっ
た者③過去3年間の内最低2年間以上、連邦労働局に掛け金を支払った者④個人的事情などに
より、職につく必要と当局が認めた者
(2）上記以外の者は職業についていた最後の賃金の58%の補助金を支給される。
上記2例の他に、受講料、交通費、教材費などに対しでも補助金制度が受けれる。
職業継続教育への参加率は連邦労働局の補助金額から、どのぐらいの人がこの教育を受けた
かしらべることにした。 1977年のデータしか調べることができなかった。
1970～1976年までに147万人の勤労者に支給している。
例えば、 1977年は連邦労働局では116億マルクの支出をしている。
内訳
生活費 66% 
受講料 ・交通費 33% 
＠連邦労働局（Bundesanstaltfur Arbeit）の前身は1927年に設立された半官半民の機関であり、
失業保険にあった。それが1968年の連邦労働局に改組され、1969年には 「労働促進法」が成立
されたのである。この機関に教育活動を行う権限が与えられたのである。
w. ドイツにおける一般継続教育（生涯学習）
1.継続教育の分類
ドイツにおける継続教育の標準的分類方式による分け型は次のよう になる。
「職業的知識 ・技術 ・資格工場のための継続教育
業のための継続教育 一ーイ
」転職訓練
継続教育
政治教育
一般継続教育
社会人に学習機会を提供している機関は多種多様である。 2000年9月19日カッセル市におい
て調べたものである。
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2.継続教育の種類
(1）国民高等学校（Volkshule) o先に掲げた職業資格に結びつく ものと結びつかないものとい
ろいろ存在する。国民高等学校で提供しているものは、主に①社会 ・政治②哲学 ・教育 ・心理
学③芸術④郷土⑤自然科学 ・技術⑤経営 ・商業実務⑦語学③手工 ・音楽⑨家政⑮保健 ・衛生⑪
学校資格のための準備コース⑫老人のためのコースなど様々なものがある。受講料は15週で36
マルク、 語学 ・商業 ・経営などは42マルクなどである。最も人気のある語学コースでは、英語
・フランス語 ・イタリア語 ・ロシア語 ・ポーランド語 ・スウェーデン語・ フィンランド語・ギ
リシャ語 ・トルコ語・ラテン語などや外国人のための ドイツ語コースも開講されている。半数
以上は義務教育卒業資格を希望している。
(2）寄宿舎制国民高等学校 （Heimvolkshochschul巴）ゆ成人教育機関で、合宿方式によって政治 ・
社会について理解を深め、自分の価値を発見する教育機関である。この中には一定の期間では
あるが、ソシアル・ワーカーの養成という一定の職業訓練を実施するものもある。現在全ドイ
ツで100校ほど存在している。その多くは教会によって創設され、教会によって維持運営され
ている。
(3）農村成人教育組織中教会などが様々な主体によって、農村部に住む成人を対象賭した学習機
会で、それぞれの地域での自発的な学習サークルが中心となっている。
(4）教会の行なう継続教育ゆ神学・哲学などのテーマが多い。
(5）家庭教育施設。教育問題や医療問題，または料理や裁縫などという実技的な内容である。実
施主体は教会教会や市町村や他の団体などである。
(6洋高祉機関の提供する学習機会。ドイツ赤十字社が行う緊急援助コースなどである。
(7）ドイツ総同盟の提供する学習会。経済政策 ・社会政策 ・労働政策 ・教育政策 ・組合活動など
を広く一般の人々との教育活動である。 16の支部が270のコースを開設している。
(8）ドイ ツ職員組合。ドイツ総同盟と同様のコースを置いている。
(9）工業経営社連合の提供する学習機会ゆドイツ総同盟と同様のコースを置いている。しかし、
その約三分のーは一般的教養コースもしくは政治教育コースである。
同消費者組合の提供する学習機会。消費者保護の立場から消費者教育の活動を展開している。
ω私立学校→アカデミーによる学習機会の提供ゆ主に職業教育の機会を提供しているが、語学
コースのような一般教育コースも含まれている。
(12）大学による学習機会の提供。ゲツテインゲン大学やカ ッセル大学では、早くから積極的に
「継続教育センター 」「学外講座センター」など実施している。音楽大学においては、 その大学
教官が地域の吹奏楽や管弦楽、合唱などの指導にあたり、大学を提供している。
同通信大学ゆドイツで最初の通信大学は1975年開設のハーゲン通信大学である。数学 ・教育学
・経済学・法律学などのコースである。教育方法は通信指導でテープ、ビデオなどを使っている。
仰）通信教育施設。全国に140ほどの通信教育施設がある。商業ベースにのったものである。
1977年以後 「通信教育保護法」が設定され、商業ベースの通信教育は「通信教育センター」の
認可が必要となった。
(1司ラジオ ・テレビによるもの
同政党による政治活動教育
制連邦政治教育センターによるもの
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以上のように活発に教育活動が行われ、国民が精神的に教養を身に就けやすい環境となって
いるといえる。
v.シュレスヴィッヒ・ホルシュタイン州の音楽学校
1.教育改革の本拠地の概要
シュレスヴイツヒ・ホルシュタイン州はハンブルク市のすぐ隣の州である。 ハンブルク州の
ハンブルク市を含め、北ドイツの100以上の商業都市が一丸となって利益保護を推進した有名
な「ハンザ都市同盟」の地域である。また、ハンブルク市はドイツでフランクフル トについで
2番目に大きな都市であり、 3,000社以上の世界の企業が集結し、各国の領事館数はニューヨ
ークについで世界第2位の数が集まり、常に市内のどこかで世界的会議や世界の報道機関が動
いているといわれる。また、教会が多く、そこから生まれた教育や哲学における精神や音楽
は、ヨーロッパ全体の向上に尽力している。シュレスヴイッヒ ・ホルシュタイン州は、 ドイツ
において最も北に位置する州でドイツとデンマークを結ぶ、人種文化風土が入り交じってい
る。また、ドイツとデンマークが1,000年もの長い間シュレスヴイツヒ ・ホルシュタインをめ
ぐり戦争し続けた所である。現在もシュレスヴイヒ北部はデンマーク人が住み、南はドイツ人
が住む。1946年シュレスヴイツ ヒ・ ホルシュタイン州独立し、旧西ドイツの州となった。荒れ
狂う北海と穏やかなバルト海が深く海岸線を刻み、 貿易で人々が絶え間なく行き交った北ドイ
ツには、 民族 ・気候を越え、教育改革の熱意が伝わる。 その熱意は多くの教育関係書物に度々
登場する リューベックやハンブルクなどの土地名である。と くに1970年のドイツ教育改革そし
て続けて教育審議会の答申に先だち、ハンブルクでは有給教育休暇制度を開始した。働く青年
たちが教育を受けることができる権利、それも給料は出勤したものとされて支給される権利で
ある。日本とはだいぶ違う教育観である。 州法で定められており、社会人になっても働きなが
ら学ぶことができる権利である。 リカレント教育の理想的概念であり、世界で先駆けて実施し
てきたのである。また、ここではく わしくは触れないが、他のドイツ各州の中で先駆けて1872
年に「学校管理と学校の自治jという州の「公民衆学校教員規定」指針を受けて、1848年の3
月革命の「教職の自由」の要求を経て、 1910年ドイツ教員組合大会においてハンブルク教員団
から「学校自治の主体としての職員会議権の確立」が提案され、 それから1923年まで要求運動
が各州で繰り広げられ、この年にほとんどの州が教職員会議権や併せて「自治と しての合議制
学校管理」などが法的保障を受けることに発展したいきさつがある。ハンブルクは1920年に
早々と「学校自治にたいする法律jが確立され、以後なんらかの教育改正 ・改革 ・教育史など
にこの凡例が登場することとなる。教育学史上有名なH.ベッカ一、 H.ルンプ、H. ヘッケ
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ル、 F.ペーゲラーなどが関わっていたのである。そして、 1970年 ・72年の教育審議会とハン
ブルク州の役割はドイツ教育に大きくかかわっていく のである。そして現在の2000年代を迎え
ようとしている。
2.見学した学校の様子
私が見学した学校はラッツェブルグ市にあ
り、 KreismusikschuleHerzogtum-Lauenburgとい
う学校で、ハンブルク市より約50km北に位置す
るラッツェブルガー湖に面した、たいへん美し
い町にある。ハンブルク州の隣のシュレスヴイ
ッヒ・ホルシュタイン州にあり、バルト海から
リューベック湾からのエルベ川から25km程入っ
たところにある。エリカ街道筋にはレンガ作り
の壁に草葺きの屋根の農家が点在する。そして Kreismusikschule Herzogtum-Lauenburg 
現在も住人をもっている。この街道は13世紀から塩を運び、デンマークへの輸出など重要な街
道であった。このエリカ街道からlOkmほど東に寄ったところがラ ッツェブルグ市である。
3.音楽学校の数と学校名、所在地域
シュレスヴイツヒ ・ホルシュタイン州には、19のMusikschul巴がある。 ↑也の16の州もだいた
い同じぐらいの数で存在する。次の学校名がシュレスヴイッヒ ・ホルシュタイン州の音楽学校
である。音楽学校協会に入ると、ある一定の規約が設定され、その他はその学校独自の特色を
持ちまた生かされる。したがってその学校によってカリキュラムは、履修年齢 ・履修規則 ・履
修科目が履修時間帯などに至り異なっている。（ ）内は所在市 ・町 ・村名、
各Musikschule
1. Dithmarscher Musikschule巴.V.
2. Musikschule Elmshom e.V. 
3. Musikschule Fl巴nsburge.V. 
4. Musikschule Glinde e.V. 
5.Kr巳ismusikschuleHerzogtum Lauenburg 
6. Musikschule der VHS Itzehoe 
VHS Musikschule 
7. der Land巴shauptstadtKiel 
8. Liibecker Musikschule 
9. Musik und Kunstschule Lubeck gGmbH 
10. Jugendmusikschule Norderstedt 
11. Kreismusikschule Nordfriesland 
12. Kreismusikschule Ostholstein 
(Meldorf) 
(Elmshom) 
(Flensburg) 
(Glind巴）
(Ratzeburg) 
(Itzehoe) 
(Kiel) 
(Lubeck) 
(Lubeck) 
(Norsted t 
(H山 um
(Eu tin) 
） 
13.お1usikschuleder Stadt Pinn巴berge.V. 
14. Kreismusikschule Pion 
15. Musikschule der Stadt Quickbom e.V. 
16. Rendsburger Musikschule e.V. 
17. Kreismusikschule Seg巴b巴rg
18. Kreismusikschul巴Sehl巴swig Flensburg 
19. Musikschule der Stadt W巴de!
4.経営について
(Pinn巴berg)
(Pion) 
(Quickbom) 
(R巴ndsburg)
(Bed Segeberg) 
(Schleswig) 
(Wedel) 
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ラッツェブルグ市の音楽学校 （Musikschulen）の見学に行ったO 上記5番目の学校である。
校長先生はPeterSeibert （ベーター ・ザイベルト）さんである。 40歳代ぐらいの若々しい感
じの方であった。 生徒は1,200人おり （ドイツでは大人数）大学部の他に l歳半からのコース
別の継続教育が制度化されている。60人の指導教師の他に非常勤の先生が100人ほどいる。 ド
イツの学校は3種類の経営があり、ここでは公社が経営している。①音楽協会（州）
②私立音楽協会（市民活動で法的に登録制である。レベルは誰でも参加できるように低く設定
しである）
③公社（群や町、60%は群、40%は町、 ナ卜｜で連合協会を結成）
経営にかかる財源の60%は、州、群、市町村が払い、残りを本人（または親・その地区の銀
行・ロータリー ・ライオンズ・ 何らかのスポンサー）などが払う。見学したKreismusikschule
Herzogtum Lauenburgでは 1カ月、 3000円程度かかるそうである。毎日通い、個人指導料も含
めてである。楽器の使用料については、例えばチェロは 1カ月500円だそうです。他の楽器の
ほとんども同じ位の料金ということである。この料金は楽器の維持費にあてているとのことで
ある。修理や楽器購入は公的機闘が行う。
ドイツでは、スイスのよ うに “音楽をする義務”は学校教育機関で組まれていないので、 生
徒の自由意思によるものである。
5.学習内容について
とにかく、音楽学校に限らず学校という学校は、幼児から老年まで集まりいろいろな勉強が
展開されている。その他、教会にも集い、 気候が良い時は屋外にも積極的に人々は出て話しを
したり、情報交換をしているのである。学校という施設が完備されている場所は、ナト｜や町村が
率先して使用されるように、いろいろに工夫して集いやすいようにしている。例えば、ジュー
タンを敷いて歩き易くしたり、イスの高さや堅さ（布製や革製）など考えたり、手すりを備え
たり、照明の工夫などである。
学習科目・内容
l歳半 歌・夕、ンス（タンバリン ・タムタム ・ドラムなど打楽器を使う）保護者同伴
4歳～ 歌・聴音 ・表現・ダンス（10人ぐらいのグループ制）
6歳～ ［義務教育が始まる］オリエンテーション→観客機関、授業は午後l時から始まる。
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①3～4人のグループで6つの楽器を （チェロ・ピアノ ・フルー ト・ ヴァイオリ
ン・アコーデイオン ・ギター）
すべて習う。
②2人かl人の個人レッスンを
受ける。 20種類の楽器や歌から
選ぶことができる。
7・8歳～16・17歳 楽器や歌の個人レッスンを重点
的に受ける。その他合奏 ・合唱
．オーケス トラが必イ疹となる。
18～19歳音楽大学入学または演奏者になる
ための準備期間
4歳～ 表現・ダンスの様子
この後何年でも大学に在席でき、また他の大学と希望の大学という風に何年経過してからでも
入学 ・休学が可能である。尚、 先に掲げた公社（群や町、60%は群、 40%は町、ナト｜で連合協会
を結成）といわれる連合協会に学校が入るためには、学校に合奏・合唱 ・オーケストラの授業
を開講していなければ入れない。入会すると連合協会の一員として、公的予算をもらえる。
6.授業形態（授業時間帯）
午後1: 00～6歳～・3: 00～16歳～・ 6: 00～30～65歳 ・ 8 : 00～30～65歳
（授業科目）
声楽 ・ピアノ ・チェロ・ギター・サックス ・アコーデイオン・トロンボーン・ドラム ・クラ
リネット ・オーボエ ・ヴァイオリン ・ファゴット・エレキギター・フルート ・キーボード・ リ
コーダー・マンドリン・小型ハープ・ユーフォニューム ・ホルン ・チューパなどである。尚、
声楽と リコー ダーは教会でも教えている。
7.練習と学校内・外活動
個人レッスンや合奏・合唱・オーケストラの練習は、常に公演することにしている。それら
の機会を設けるのも指導の一環と考えられている。したがって日頃、保護者や地域と密接に連
絡を取り組み、地域に積極的に参加している。例えば、 KreismusikschuleH巴rzogtum-L-auen-
burgの廊下掲示で、見たものは、町のコンサー トホールでの演奏会 ・老人施設慰問演奏会 ・教会
内の演奏会 ・図書館演奏会などであった。その他学校内の講堂では常に指導教員のステージを
含め、音楽会が聞かれている。低学年も老年層も、発表の場を確保している。私が訪れたのは
午前中で、 それらは午後が多く 、この日もあいにく発表はなかった。演奏会が「音楽Jである
という考えである。演奏のための練習であり、演奏している時、感性に訴える感動が生まれ
る、その瞬間を何度も経験して曲のことが理解するのである。 しかし、日本のように年l回ぐ
らいの『発表会』では、音楽を感じるどころか、久し振りの演奏で、あがってしまい、我を忘れ
ての演奏で「音楽」をするという境地まで自分自身を見つけられないで終わってしまうのであ
る。そのよう なことがないよう に、演奏会をより多く設定してあげなければならない。これら
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のことを校長先生がおっしゃっておられた。
8.その他の学校の役割
Musikschuleの枠組みはこれまで述べてきたようなことである。広く多く音楽に触れ、人間
性を育成する支援をする場所である。音楽をする場所がなければならないが、それ以上に、同
じ価値観を持つ者が集える場所として重要なのであり、 その学習者を導き励ま し、よ り良い鑑
賞者、 創作者、 音楽家あるいは愛好者に育成し支援する人の、集まる場所なのである。そして
もう一つ大きな役割は、多くの愛好家や鑑賞者、創作者、音楽家のために、専門的に得意まな
れな人材も、その学習者の意思に応じて、より高度な教育を受けさせる支援も惜しまないので
ある。これらの生徒の中から、才能のある生徒を見つけ、その才能に応じる教育機関を提供す
ることが、 Musikschuleの重要な役割である。校長のベーター・ザイベルトさんは熱ぼく語っ
た。「全てのシューレにとって、職業のための第2の教育についても同じことがいえるが、音楽
の才能を発掘し、人々の生活や生きがいの伝道師としての職業とする人を、あらゆる援助によ
り、 その個人が一人前になるように支援することを惜しまない。これがヨーロッパの芸術・手
工業等の歴史を支えてきた」 といわれた。また、継続教育の一環として、義務教育機関後の職
業教育に移ったとしても、年齢に関係なく、これらのMusikschul巴で、学ぶことができる。その
結果壮年から学び初め、年をとってから才能を見出だした例もあったということである。この
哲学がドイツの柔軟性のある型にはまらない教育制度を改革してきたのである。
VI. ドイツの歴史に見る音楽教育
1. ドイツの現代の様子
ドイツは『哲学の国Jと言われ、いろいろな地方に誰それの『哲学の道Jと案内される。
義務教育機関ではもちろんのこと継続教育の科目の中に、『哲学］を始め、『精神学』『宗教学J
『経済学』『政治学』が組み込まれ人気が高いということである。
さて、ドイツを旅すると、町にはきれいに石畳がひかれ、真ん中に教会か市公舎があること
である。商業 ・経済が『自立』し、地方都市にもしっかりと“まち” を形作っているのであ
る。そして自然に恵まれ、平均値ではあるが大・ 中都市の市街地の43%が緑を抱えているデー
タがある。また、国民の食物の80%を自給しているのである。しかし、ドイツは工業国といわ
れでもいる。自然を残し、工業を興し、考えると、行動することこの両立できる国民性は、ド
イツ教育（教育機関と社会における教育活動）の啓蒙活動及び実践活動の賜物であると思える
のである。それは、ドイツの『学校Jもしくはその前身である『教会Jの教育史を思い起こす
ことから述べなくてはならない。
2.中世（ルスッサンス含めて）ヨーロッパ社会における音楽教育
現在の一般の『学校J全身であるスコラ ・カントルム（ローマ）などの ［キリス ト教学校］
では、ギリシャの教育概念を受け継いでおり、それに加えてローマの宗教学が教えられた。
400年代から10世紀までは、文法 ・修辞学 ・論理学（これらを修辞3学Trivium）数論・音楽 ・
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天文学・幾何学（これらを数学4学Quadrivium）などを学んだのである。この時代から 「音楽
（経典を歌う歌唱法）Jが重要な学聞を占めていたのである。また、中世の大学において、 次の
記述が残っているとのことである。①1254年レオンとカステイホリャ王アルフォンソ10世によ
って公布された法令にこたえて、サラマン大学では、音楽の講義が行われた。②プラハでは13
67年の記録書によると、数論・幾何・天文学・音楽と講義があったのである。③ウィーンでは
1398年、楽士と博士の中間の学位資格を得るために 「音楽と数論jの知識が必要とされたので
ある。④1400年ケルンでは「音楽の理論と実践の 1カ月研修」が要求された。⑤1431年オクス
フォードではマジテスタルの学位の志願者には音楽の講義を 1カ月間受講しなければならな
い。また、プラハ、ウィーン、ライプツィヒなどの各大学図書館の記録や関係文書によると、
次の教科が行われていたという。「思弁的音楽論J「音楽教程」などである。 また、音楽を重視
した校規を持つ大学が多い。有名なところではオックスフォード、ケンブリッジ、ウィーン、
ハイデルベlレク、ライプツイヒサラマンカ各大学なとである。①～⑤に観るように、大学の正
規の科目として音楽が導入されていたことは、宗教的、哲学的な精神学の確立に意図していた
としても、その恩恵は計り知れないと周知していたからである。それらの裏付けとして、ルネ
ッサンス時代のドイツの思弁的音楽が物理学の一部に入れられ、これらの専門書が残されてい
る。したがって音楽が数学、文学 （文法）、哲学、宗教学、天文学などと繋がり、科目 として
独立し、大学の必修科目として存在したことがわかるのである。音楽が娯楽や趣味として存在
するものではなく、明らかに人間性の育成、療養、教養などに位置しているのである。
3.宗教改革と音楽
団世紀、北ヨーロッパの人文主義者で、教育学者が次から次へと出現し、それぞれの国でルネ
ッサンス時代の教育が表面的であり、実践的な目標を目指す教育、アテネ理想教育一全人的調
和のとれた発達を促進する教育を訴えること となる。フランス （ミ シェル・ ド・モンテーニュ）
スペイ ン（ファン・ルイス・ピベス）イギリス（サー・トマス・エリオット、ロジャー・アスカ
ム、リチヤード・マルカスター）などである。この中でアスカムは1545年のToxophilusに 「男
らしく荒々しい力強い音によって若者を勇気づけ男らしい振舞をさせるがゆえに、音楽は徳と
学問の研究に非常に適しているJと述べている。宗教改革は、 無知と迷信を根絶するために、
教育に若々しい活力を見出だしていくのである。この時代の音楽教育は世俗的動機ではなく、
宗教的 ・政治的対立から改革が進むのである。 しかし、音楽教育史を振り返る と音楽教育と社
会的音楽が一体となり大きく良い方向に影響を及ぼしたのである。 ドイツではカルヴァン派も
ルター派もキリスト教の生活の一部として歌を奨励することとなる。カルヴァンは 「教会の中
だけではなく 、野原にいる時も部屋にいる時も歌う」ことを勧めた。また、ルターも 「賛美歌
を歌う ことは神の御心である」（1524年小聖歌集）と言っている。このような流れの中、ドイツ
のラテン語学校では、 8歳ら18歳まで音楽教育を行うカ リュキュラムであった。 プラトンの
「音楽は心だけではなく、 全身をも刺激する」という考え方からく るものである。ウィーンで
は、ベタゴギウムでは全生徒が1日1時間の歌の練習が時間割に組まれていたのである。1587
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年の時間割には毎週2時間のカントル（歌）の練習と食前食後のパート練習が組まれていたの
である。また、ルタ一派 ・カルヴァン派の学校では、昼食後の最初の時間に音楽の授業が入れ
られている。また、現代でも生きている教育教育の概念として、「学校の教師は歌い方を知らな
ければならない。そうでない人には教えさせないjというルターの有名な言葉は、 ドイツの有
名な教育学者のメランヒトンによる ドイツ教育制度の改革の根本に存在する。おなじよう にカ
ルヴァンも先生が生徒の合唱の先頭に立てなくてはならないといっているのである。これらの
学校教育の結果、あらゆる教会や地域に合唱団、聖歌隊が生まれてくることとなる。また、音
楽理論も多く出版され、現在の音楽理論の基礎をなしているのである。
w.生活の中に浸透してきた音楽
1. 17世紀からの音楽学習と生活
まず音楽家の生活の様子から述べてみると①ヘンデルの家は床屋で、自分の番を待つ客たち
は、 待合室にある様々な楽器を演奏して時間を過ごしていた。それらの楽器とは、リ ラ・ハー
プ・ヴァイオリン ・l）ュー ト・打楽器などである。［へンデルの家の屋根裏にハープシコードが
あったことは有名である。町の人々の中に相当の数の楽器が演奏できる人がいるということで
ある］②バッハの誕生日にはまず即興に詩も旋律もその場で演奏されるのが流行であったと言
われている。そして、この世相が多くの曲を生んで、いる。ゴー ルドベルク変奏曲などはこの頃
流行した 「しばらくお前のところに行っていなかったね。こっちへおいで、」「キャベツとかぶら
でお腹いっぱい」などどうでもいい詩が入っているという具合である。［町の人々の暮しぶりが
想像でき、変奏曲が身近に演奏されていたという ことが判る］③ハイドンの父親は馬車大工で
とても良い声の持ち主であり、仕事の時いつも歌っていたといっ生活の様子が語り継がれてい
る。家庭の様子はハープを弾きながら歌う父と母の歌と幼いハイドンが歌う様子である。貧し
いが明るい家庭であったと言われている。［時代を越えて明るい家庭には歌があるといえる］次
にカッセル裁判所の図書室での調査によると （2000年9月調べ。ロジャー ・ノースによる記
述）『ドイツの裕福な家庭には、住込みの使用人の中に音楽の教師が含まれている家庭が多い』
という ことである。また大学生の活動として1702頃からライブツイヒ大学では、 全校をあげて
地域の人々のために、 定期的練習をして、公開演奏会を奨励していた記録が残されている。ル
ソーはフランス革命以後、学校改革にあたり博愛主義を推奨している。その片腕と言われるヨ
ハン・ベルシハルド・パゼドーは 「音楽掛け算表」を発明し、広く長く学校で使用され、算数
の能力を高めたと言われている。また、 民謡や語り音楽が賛美歌などの旋律に替え歌となった
り、生活の中に生きているのである。
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¥II[. 生涯学習音楽分野
1.職業としての音楽
20世紀はこれらの 「音楽」の日常を踏まえて 「教育」という機関に反映されているといえ
る。現在は、まず1年間の予備学習期間その後次の3コースに分けられる学校、その後も、自
分に合った教育を選択し、一生を通じて自分探しができる教育社会を形成しているのである。
従って音楽に関しでも、素質と特質を見極められる指導者、そしてそのことを告げることので
きる指導者、また、一般教育機関においても、 十分満足感が得られる音楽教育者が存在してい
るのである。常に芸術は数値や結果では、計ることができないものであるから、教育を受ける
者、教育を導く者、教育を観察する者と存在するのである。プラト ンは 「職業的音楽技能教授
と一般的愛好者のための音楽教育とどちらが価値が大きい」 かを追求しなかったのである。
が、しかし 『一般教育Jとその対局の 『職業教育』について、 ドイツ音楽教育がこれまで、行っ
てきた努力が、国費あるいは州や町村で賄われている音楽大学の数、歌劇場やコンサートホー
ルの数、 劇場付きの合唱団員や楽団員の数をみれば、その教育法の成功を理解できるのであ
る。そこには、鑑賞者が演奏者を支え、演奏者は鑑賞者を励ます音楽の世界を確立したからで
ある。
2.生涯学習を支えた音楽書物
さて、 次にあげる書物名は、いかにして一般教育の音楽がなりたってきたかを証明すること
になるのである。これらの書物は、職業音楽家のためのものではなく、鑑賞者となる一般教育
を受けた学習者が、自分の中の目標に向かい、 励むための、400年前からの足跡が理解できる
のである。文芸復興時代の音楽が、社会の中で溢れていたということと、社交的教養に広く浅
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く音楽を身につけたいという風潮と、これらの人々の愛好家熱が多くの職業音楽家を支える土
壌作りになったことなどが伺える。まさに生涯学習の姿であり、学習機会を与える立場と与え
られる立場の相互間の姿勢の在り方を問うものである。
①〈簡明で平易な実践音楽入門書） 1597年出版、モーリー著②〈定量記譜法講話） 1611年出
版、レイヴンズ ・クロフト著③ 〈現代の楽長一何でもできる音楽家に）1731年、ピーター・ プ
レラー著＜内容…冒頭に「例え才能が乏しくても曲がついている歌ならどんな者でも、すぐに
歌えるようになる、易しい方法による歌の入門書j④〈ヘンデル、ボノンチーニ、アルビノー
ニ、他の巨匠による作品から抜粋した多くの旋律とレッスン〉⑤〈音楽によく使われるギリシ
ャ語、ラテン語、イタリア語、フランス語を解説した音楽辞典〉＠ 〈完全なる楽長）1704, 170 
7, 1722年、トマス ・ブラウン著⑦ 〈音楽の手引書 楽しく学べるヴァーナル、ハープシコード
の新レッスン法）1663年ジョン ・プレイ著
［口絵③ ・⑦グローヴ音楽事典より］
区．まとめ
今回、ドイツの教育現場を実際に訪れ、あらためて感じたことがある。それは日本でよく聞
く音楽仲間の会話に「ドイツに行けば食える」「ドイツに行けば稼げる」などの言葉があるほ
ど、ドイツ国内の音楽の雇用状態は他の国より、はるかに恵まれていることである。教育シス
テムによって枠組みだけを組み立てても、中に入るものが何なのかを考えなければならないが
ドイツ教育は各州にその方法をゆだねられているので、地域により大きく異なる部分もある
が、1970年の教育審議会の教育改革は、全ドイツで合意され、どの州も暮しを豊かにすること
の本当の意味が、実は精神性にあることを、ドイツの人々は知っており受け継いできたことと
いえる。私たちが取り組んでいる『生涯学習システム学部Jについて、ドイツの精神性、哲
学、生活などが参考になればと強く感じる部分が多かったのである。日本では、1872年学制発
布の時から「唱歌科」が設けられている。そして「日本音楽は何か」と聞かれた時、 1872年以
前は日本音楽が中園、韓国、遠くベトナムから伝来したものが99%を占め、生活感が見えない
音楽であること。 1881年から西洋音楽が学習によって日本全土に広がったこと。日本において
音楽は文化面の極少々しか占められていないことなど、日本語で日本音階的に日本情緒を歌っ
たにしても、まだまだ西洋の音楽にまで同化してはいないのが現実である。しかし、確実に文
化の国際交流に伴い、世界に通用する演奏者、鑑賞者、教育者が育成されつつあるといえる。
「音楽」を鑑賞する者、演奏する者、企画する者すべてにおいて、性別、 年齢、体の特徴や健
康の度合いに関係なく、 心を豊かにし、情操を育むための方法 ・手段に 「生涯学習の音楽Jが
存在するのである。「音楽の国」といわれるドイツ、またヨーロッパを知ることにより、より一
層の生涯学習の音楽がはっきりと光が見えてくるといえるのではないだろうか。
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